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SketchUpPro2018 をご利用頂きまして、誠にありがとうございます。
本書は SketchUp Pro2018 ユーザー向けに作成して、パッケージに同梱をいたしました。
各ツールなどの説明が詳細に記載されておりますので参考書としてご利用ください。

SketchUpPro2018 では各断面に名前が付けられたり、断面表示機能が大幅に改良され
ています。また LayOut にも改良がなされて大変便利になりました。

本書のみならず、以前よりご案内している日本語のヘルプサイト「ナレッジ JA（ヘルプ）」
やテクニカルサポート情報を掲載しています「サポートサイト」も更なる拡充をしてお
りますので合わせてご利用ください。

Pro ユーザーの為のパーツライブラリ「Build Mate」も更新されて掲載数が増えています。
また SketchUp Pro2017 より DXF インポーター「DXFt_importer」を配布しておりま
すが、こちらは引き続き今回のバージョンに対応したプラグインを配布させて頂いてい
ます。本プラグインを利用すると図面データのみならず、テキスト文字までインポート
可能です。詳細は CD に同梱されている PDF をご覧ください。

SketchUpPro をご利用いただいて問題が生じた場合にはテクニカルサポートにお問い合
わせください。
お問い合わせは
https://www.alphacox.com/company/contact/　から可能です。
または　support@alphacox.com まで email　をお送りください。

SketchUpPro を学習していく有用な方法の１つにトレーニングがあります。
全国に「認定トレーナー」が配置されています。

「認定トレーナー」は株式会社アルファコックスが自信をもってご紹介できる一定以上の
知識をもったトレーナーです。
この機会にトレーニングを利用して技術を習得して頂ければ幸いです。

「認定トレーナー」によるトレーニングの予定は弊社のサイトに情報を掲載しています。
今後も SketchUp Pro をよろしくお願いします。

株式会社アルファコックス
代表取締役　廣瀬 繁伸

本書は「SketchUp Pro2018 コマーシャルライセンス」には特典として付属しています。
全ての操作を網羅しているわけではございません。
本書は SketchUp Pro2018 を元に作成されていますので Free ではご利用頂けない機能がございます。
またご使用になっているマシンの性能如何により本書と同じ結果が得られない可能性があります。
本書の著作権・商標・商標登録に関する記述は本書の巻末に記述しています。
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